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申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2015前期号）発行！

「出番ですぜ！江戸前地質学：ジオハザードと都市地質学」

日本地質学会第123年学術大会（東京・桜上水大会）

2016年9月10日（土）～12日（月）
会場：日本大学文理学部キャンパス

講演申込・要旨投稿締切

http://www.geosociety.jp/tokyo/content0001.html

事前参加登録締切

（1）新規登録：まずは〔受付番号〕と〔パスワード〕を取得しましょう

PASREGトップ画面一番下 【新規登録はこちらから】 から新規登録を行い，〔受付番号〕と〔パスワード〕を取得します．
登録画面には “演題情報” のほかに “連絡者情報（一度登録しておけば書き換える必要の無い項目）” もあります．まず
は新規登録を行い，〔受付番号〕と〔パスワード〕を取得しましょう．

（2）修正する場合：画面右上 【マイページ】 からログイン

〔受付番号〕と〔パスワード〕で，【マイページ】からログインします．締切まで何度でも入力情報の修正ができます．

※画面操作に慣れていないと，タイムアウトする可能性が高く，締切直前での登録は入力ミスも多くなります．余裕を
もってご登録下さい．

（郵送の場合　6月23日（木）必着）

（郵送・FAXの場合　8月15日（月）必着）

巡検参加申込締切
（郵送・FAXの場合　8月5日（金）必着）

巡検のお申込は，とくにお早めに！

講演申込画面　　　　　　：入力時の注意

6月29日（水） 18時

8月18日（木） 18時

 8月8日（月）18時
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訂正：ニュース誌５月号予告記事：巡検コース一覧（p.（24））
Dコース「関東山地北縁部の低角度構造境界」での『巡検コー
ス』欄の集合と解散の記述に誤りがありました．お詫びして訂
正いたいます．

（誤）日大文理学部（集合）８:00
（正）西武池袋線 石神井公園駅（集合）８:30

（誤）日大文理学部（解散）18:00
（正）西武池袋線 石神井公園駅（解散）18:00

7月 July６月 June

皆さんのデザインした記念ロゴで

125周年記念事業を盛り上げよう！

学会創立125周年記念ロゴ募集中

募集締切：2016年７月15日（金）17:00（郵送の場合は消印有効）

最優秀および優秀作品の作成者には表彰状と記念品を贈呈し，

記念ロゴの原案となった最優秀作品作成者については，2018年

５月の125周年記念式典にて顕彰します．詳しくは，ニュース誌

4月号または学会ホームページをご覧下さい．

お詫び「県の石」の詳細を掲載予定でしたが，説明文章の表記

統一などの作業が進行中のため，次号以降に掲載を延期させて

頂きます．申し訳ありません．現状の説明は学会ホームページ

に掲載しています．

2016年度会費およびそれ以前の未納会費がある方へ

６月中旬に督促請求書（郵便振替用紙）を郵送しました．

早急にご送金くださいますようお願いいたします．

７月上旬頃までに入金確認が取れない場合には，７月号の雑

誌から発送停止となります．定期的に雑誌をお受け取りになり

たい方は，お早めにご送金ください．



このたび2018年総会までの２年間の任期にて一般社団

法人 日本地質学会の会長（代表理事）に選任されまし

た．この任期中にどのように最善を尽くすか，会員の皆

様に再度所信を簡潔に述べさせていただき，ご挨拶とい

たします．

40年近い地質学会会員としての期間に，私は地質学雑

誌のA４化，The Island Arc立ち上げ，一般社団法人化

そして連合への加盟などの折りに，ごく近くで関わらせ

ていただいてきました．

入会当初からこの間には会員数が25％近く減少してき

ていますが，これは多くの理学系学会と同様の推移です．

それにも関わらず地質学会は，新たな公式英文誌を軌道

に載せるとともに，地質学雑誌の出版も途絶えることな

く，各地方支部での学術大会も欠かさず盛況に終えてき

ています．

これは，学会事務局と執行部の尽力によるところが専

らなのですが，これからさらに発展する学会となるには，

少し周りと足下を見直してみる時期だと思います．特に

任期中に迎える設立 125周年が，日本地質学会にとって

継続的な発展を支えるための学会運営・組織体制の再構

築の機会としたいと考えております．

会員へのサービスだけでなく，地質学の最先端学会と

しての実績と牽引力を確保し続けるためには，自らが社

会的に見える学会として敬意を得る機会を最大限に作

り，利用し，研究者へのインパクトを与えたいと考えて

おります．これには山本副会長と広報部会，社会貢献部

会の補強の元で進めます．

また，これらのための学会体制の再確認と必要な再構

築は，会員の研究活動に負担を与えることがないように，

執行部・事務局で最善を尽くして結果を見せていくべき

と思います．特に学会活動における必要な財務基盤の見

直しと会員構成の検討は総務部会を中心に早急に行う所

存です．加えて，学会としての会員サービスに向けた事

業展開と支部組織の補強を，松田副会長を中心に開始す

るところです．

さて，本来の学術研究の推進自体はどうするのか．こ

れからの日本地質学会が専門家集団としての出会いや協

働の場を提供し，成果をより遠くまで広げる機会を差し

上げる事によって，その価値があると感じて会員となっ

ていただける，会員でいていただける動機になれば良い

のではないでしょうか．このように考えていますので，

専門部会と地方支部という２つの軸を，従来にない連携

の機能となるように調整する所存です．

会員の皆様には地味に映るかも知れませんが，着実に

土台を強固にして，来る設立150周年が現実になるよう

な長期的視野で努めて参りたいと思います．よろしくお

願いします．

2016年６月１日

日本地質学会News 19（６）2

一般社団法人 日本地質学会会長

（国立研究開発法人 産業技術総合研究所）
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2007年から３年間

行事委員長を務

め，2010年から副

常務，2012年から

常務を務め，引き

続き常務理事とし

て，学会全体の運

営に尽力致しま

す．私は，九州を

中心とした地質図幅作成と，20万分の１日本

シームレス地質図の作成を仕事とし，日本列島

全域の地質の研究を行って来ました．一方，地

質学の成果普及や社会的立場の強化にも努めて

参りました．今後も地質学が社会で確固たる評

価を得られるよう努力する所存です．

常務理事：齋藤　眞（産総研）

防災や資源関連分

野などで地質学の

重要性は増してい

るにもかかわら

ず，大学をはじめ

とする研究・教育

予算に関しては厳

しい状況が続いて

います．学会も会

員の減少など，決して安心していられない状況

が続いています．地質学は社会にとって重要な

分野であるので，学会活動を通じて社会への貢

献とその発展に尽くしたいと思います．

運営財政部会：西　弘嗣（東北大）

会長を補佐し，地

質学および地質学

会の発展に向け

て，関連学協会・

国際協力委員会と

の研究連携や情報

交換，地質学雑誌

の充実などに積極

的に努めると共

に，次世代を担う若年層に対する地学教育の充

実と質への提言などを行います．また会員階

層・地域ごとのニーズの把握とそれに基づく

種々の事業の提供，学生会員への就職支援プロ

グラム，さらには支部組織の支援などに尽くし

ます．

副会長：松田博貴（熊本大）

2018年に地質学会

は125周年を迎え

ます．そのような

時にあって理学・

工学さらに実学と

しても地質学は

益々重要な位置を

占めています．私

はこれまでの経験

を生かし，渡部会長を支える一人として西財政

担当理事とともに，学会活動の円滑な運営と財

政の健全化を進めてまいります．その取り組み

を継続していけば，学会は，会員としてのメ

リットが増え，入会者と永年会員の増加につな

がり，活動が更に盛んとなると考えています．

運営財政部会：緒方信一（中央開発㈱）

このたび新たに執

行理事に選出され

ました．学術研究

部会を担当いたし

ます．各部会の活

動がさらに活発に

なるようお手伝い

をさせていただく

と同時に，外部情

報の収集・提供の面でも一助となればと思いま

す．どうぞよろしくお願いいたします．

学術研究部会：山田泰広（JAMSTEC）

2018年総会までの

２年間の任期にて

副会長を務めさせ

て頂きます．私に

課せられたミッ

ションは，渡部会

長を補佐し，社会

的に見える学会と

なるための対外的

な活動を実施することと考えています．防災意

識が高まる中でのタイムリーな地質情報の発

信，学会としての様々な広報活動，市民向けの

事業活動等を通じて進めていきたいと思いま

す．具体的には広報部会，社会貢献部会と協力

し活動を展開していきます．

副会長：山本高司（川崎地質㈱）

新たに執行理事

（副常務）として，

これまでとは違っ

た立場で日本地質

学会に貢献できる

よう，尽力できれ

ば幸いです．渡部

芳夫会長のもと

で，斎藤常務を補

佐しながら，地質学と本会発展のため，本学会

でお世話になり育ててもらった借りを返せるよ

うに，また，次世代の地質学徒を糾合できる魅

力ある身近な学会の構築に務めていきたいと思

います．

副常務理事：安藤寿男（茨城大）

この度，執行理事（行

事委員長）を拝命しま

した．これまで長年に

わたり層序部会選出の

行事委員として，行事

委員会に限定した形で

はありますが学会運営

に関わってきました．

また2011年の水戸大会

ではLOC事務局長として大会の開催に一通り

携わりました．これらの経験を生かし，会員減

という逆風の中，少しでもより活発でより楽し

い学会運営が行えるよう尽力して参りますの

で，どうぞよろしくお願いいたします．

学術研究部会：岡田　誠（茨城大学）

任期：2016年５月21日から
2018年総会まで

2016年度
新執行理事
紹介
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日本地質学会は広

報 の た め に ，

ニュース誌，geo-

Flash，HP，Q&A，

ジオルジュ，ちー

とも，と数多くの

メディアを有する

ようになりまし

た．各メディアの

編集長がリーダーシップをもって編集に取組め

る体制を作り，学会の情報発信の充実化を図り

ます．またプレスリリースや声明公表，要望書

の提出をタイムリーに行い，学会のプレゼンス

を一段と高めるように努めます．広報に関する

ご要望がございましたら，ぜひお知らせ下さい．

広報部会：坂口有人（山口大）

今期，編集出版部

会で地質学雑誌の

担当をさせていた

だきます．研究成

果公表手段の多様

化から，地質学雑

誌は現在，大きな

岐路に立たされて

います．この重要

な時期に山路編集委員長とともに地質学雑誌を

時代にあったスタイルへと舵取りできるよう努

力する所存です．また地質学雑誌等で提唱され

た層序単元をデータベース化し，それを周知す

ることで層序単元の適切な使用を促したいと思

います．どうぞよろしくお願い申し上げます．

編集出版部会：中澤　努（産総研）

わかりやすい地質

学，面白い地質学，

きっと役立つ地質

学の普及を目指し

て，アウトリーチ

や研修事業を盛り

上げていけるよう

頑張ります．そし

て，地質学会の発

展のために知恵を絞っていきたいと思います．

社会貢献部会：杉田律子（科警研）

この度，広報担当

執行理事になった

小宮です．地質学

は地球科学の基盤

をなし，系外惑星

や惑星探査から生

命地球進化，防

災・資源・環境分

野まで広い裾野を

持ち，一次記載のみならず核心的データを提供

することで様々な分野で貢献してきました．初

めてのことで何かと不慣れではありますが，そ

の魅力ある地質学を若い世代に伝え，多くの分

野と連携することで，これまで以上に活発な学

会となるよう尽力したいと思います．

広報部会：小宮　剛（東京大）

地質学及び地質学

会の裾野を広げる

ためには，鉱物，

岩石，化石，そし

て露頭や地形の観

察から地球のこと

を知ることができ

る楽しさを，子ど

もからお年寄りま

で広く伝えることが重要であると思います．今

期も引き続き社会貢献部会の連携事業担当理事

として，地質学会の運営に努めていくつもりで

すので，よろしくお願いいたします．

社会貢献部会：平田大二（神奈川県博）

地質学会のウェブ

サイトなどを利用

して，学会の取り

組みや社会へ伝え

るべき情報を効果

的に発信できるよ

うに力を注ぎま

す．地質のことな

ら地質学会，と社

会で広く認知されるよう貢献していきたいと

思っています．よろしくお願いします．

広報部会：内藤一樹（産総研）

編 集 出 版 部 会

Island Arc担当の

執行理事になりま

した．次々に投稿

されてくる論文を

見て，責任の大き

さと重さを感じて

います．いろいろ

な研究者がそれぞ

れの分野で，より高いサイエンスを目指してが

んばっているのだな，と実感しています．私の

理解の届かないところで不利や不備のないよう

に，中村天風さんの「正直，親切，愉快」を座

右の銘としてIsland Arcの発展に努めたいと思

います．どうぞよろしくお願いいたします．

編集出版部会：田村芳彦（JAMSTEC）

新執行理事とし

て，引き続き，社

会貢献部会の学校

教育関係を担当す

ることになりまし

た．学会における

これまでの地学教

育関係の活動を引

き継ぎつつ，地学

教育の諸課題について，日本地質学会に利する

事業に取り組んでいきたいと思います．

社会貢献部会：廣木義久（大阪教育大）
専門部会の集合体的側

面から地球惑星科学分

野のなかで存在感と強

い魅力を兼ね揃えたコ

ミュニティへ変化する

必要性を感じていま

す．専門化・細分化が

進んだ分野の特性を踏

まえ，次世代のための

総合的なリテラシー育成支援や，学会及び会員

のコンプライアンス意識の向上など取り組むべ

き課題は沢山あります．長い伝統とこれまでの

運営に敬意を表しつつ，新しい世代の日本地質

学会へのトランジションに積極的に寄与したい

と存じます．

社会貢献部会：辻森　樹（東北大）
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「南紀熊野の海と山のひみつ」

主催　第17回地震火山こどもサマースクール

実行委員会（公益社団法人日本地震学会，特

定非営利法人日本火山学会，一般社団法人日

本地質学会，南紀熊野ジオパーク推進協議会）

後援：文部科学省，和歌山県教育委員会，串

本町教育委員会，古座川町教育委員会ほか

日時　2016年８月20日（土）午前９時～８月

21日（日）午後４時

活動場所　紀伊大島，串本海中公園，古座川

の一枚岩，橋杭岩，串本町文化センターなど

集合場所　串本町文化センター（和歌山県串

本町2427番地）

宿泊先　和歌山県立潮岬青少年の家（和歌山

県串本町潮岬669）

募集対象・人員　小学５年－高校生　40名

募集締切：７月15日（金）

講師　此松昌彦（和歌山大学），宍倉正展

（産業技術総合研究所），木村　学（東京海洋

大学），三浦大助（電力中央研究所），和田穣

隆（奈良教育大学），松原　誠（防災科学技

術研究所）

〒640-8585

和歌山市小松原通１丁目１番地

南紀熊野ジオパーク推進協議会事務局

担当：竹内，野口

電話：073-441-2780 FAX：073-433-3590

e-mail：e0320004@pref.wakayama.lg.jp

期間：2016年８月19日（金）～21日（日）

会場：埼玉県小川町　リリックおがわ（小川

町民会館）

主な日程

19日（金）

11:00～　プレミニ巡検

16:00～　会員向け講演会「世界が認めた

手すき和紙の魅力―ユネスコ文化遺産

「細川紙」と小川和紙―」

18:30～　夜間小集会

学生向けワークショップ（岩石の偏光顕

微鏡観察）

第70回地学団体研究会総会
（小川町）

第17回地震火山こども
サマースクール参加者募集

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．

20日（土）

９:00～　シンポⅠ「地域に根ざした科学

運動―創造活動の成果を市民に―」

11:45～　ポスターセッションコアタイム

13:15～　シンポⅡ「原発問題への取り組

み－セシウム汚染の実態と原発団研の

活動－（仮題）」

13:30～　普及講演会「地質の博物館　小

川町の大地４億年のたび」

15:30～　総会議事

18:30～　懇親会

21日（日）

９:00～　シンポⅢ－１「本州中央部にお

ける隆起とその火成造構的背景」

12:15～　ポスターセッションコアタイム

13:15～　シンポⅢ講演会「地震・火山活

動の予測に関する世界の状況」

14:30～　シンポⅢ－２「震害と地質構造」

22日（月）～23日（月）ポスト巡検

プレミニ巡検一覧（８/19）

Ａ：中世板碑石材の採掘・製作遺跡を訪ねる

Ｂ：岩殿丘陵北部の中新統層序と古生物－サ

メの歯から穿孔貝まで－

Ｃ：海洋地殻とマントルの破片をみる－関東

山地北東部，木呂子メランジュ－

Ｄ：跡倉ナップと古生代閃緑岩

ポスト巡検一覧

Ｅ：利根川の流路跡をたずねて（22日，日帰

り）

Ｆ：関東平野西縁の鮮新-更新統－関東平野

の始まりを見る－（21日夜～22日，１泊

１日）

Ｇ：長瀞と自然の博物館で国天然記念物を巡

る（22日，日帰り）

Ｈ：群馬県下仁田町金剛萱で発見された巨大

地すべり，旧石器遺跡，下仁田ローム層

を訪ねる（21日夕方～22日，１泊１日）

Ｉ：中新統秩父堆積盆地のはじまリ（21日夕

方～23日，２泊２日）

Ｊ：秩父・下仁田ジオパークを訪ねて－地質

と風土の関連を探る－（22～23日，１泊

２日）

事前申込締切：７月31日（日）

巡検申込締切：７月８日（日）

参加費：

会員：2,500円（事前申込2,000円）

一般会員外：3,000円（事前申込2,500円）

学生・院生： 500円（会員・会員外とも）

詳細・申込みは総会ホームページをご覧下さ

い．

http://www.geocities.jp/obt_kk/2016/index.

html

期日：2016年９月13日（火）～15日（木）

会場：秋田県立大学秋田キャンパス

特別講演会「震災・防災と水環境」

（東北支部企画，事前申し込み・参加費　不

要）

期日：９月14日（水）午後（13:30～15:30）

講師：秋田大学 教授 松冨英夫 氏

宮城県下水道公社仙塩浄化センター

所長 鹿野信宏 氏

研究委員会セッション 13日（火）～14日（水）

現地見学会「秋田の水環境を訪ねて」

日　時：９月15日（木）８:30～15:30（予定）

参加費：2,000円（予定）,昼食・保険料等

見学ルート：＊（予定）：秋田駅～ネコバリ

岩～大潟橋～大潟村（干拓博物館）～南部

排水機場～防潮水門～寒風山～なまはげ館

～男鹿半島～秋田駅

募集人数：35名（なお，定員に達し次第，申

し込みを締め切らせていただきます．）

シンポジウム参加資格者：

参加登録（予約または当日受付）を済ませ

た方に限ります．特別講演会「震災・防災

と水環境」は参加登録不要（無料）です．

予約申し込み者：予約申込は日本水環境学会

のホームページhttp://www.jswe.or.jpから

おこない，当日は，講演集引換券（メール

で送信）をシンポジウム受付に提出し，講

演集およびネームタグ（参加証名札）を受

け取って下さい．

申込締切：

（現地見学会）８月25日（木）

（事前参加登録）８月22日（月）24:00（注）

申込開始は７月上旬を予定．締切以降は当日

申込扱いとなります．

連絡・問合せ先

公益社団法人 日本水環境学会　シンポジ

ウム係

東京都江東区常盤２-９-７ グリーンプラザ

深川常盤201号

TEL 03-3632-5351 FAX 03-3632-5352

E-mail：nenkai＠jswe.or.jp（＠を半角に

変更してください）

各種申込方法など詳細は学会HP（http://

www.jswe.or.jp/event/symposium/index.ht

ml）をご参照ください．

第19回日本水環境学会
シンポジウム参加案内
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１．表彰内容

（1）科学技術賞

１）開発部門：我が国の社会経済，国民生活

の発展向上等に寄与する画期的な研究開発

若しくは発明であって，現に利活用されて

いるもの（今後利活用されることが期待で

きるものを含む）を行った個人若しくはグ

ループ又はこれらの者を育成した個人

２）研究部門：我が国の科学技術の発展等に

寄与する可能性の高い独創的な研究又は開

発を行った個人又はグループ

３）科学技術振興部門：大学等の研究開発成

果を活用したベンチャー創出，地域におけ

る産学官連携，研究開発の社会的必要性に

関する研究等の分野において，科学技術の

振興に寄与する活動を行い，顕著な功績が

あったと認められる個人又はグループ

４）技術部門：中小企業，地場産業等におい

て，地域経済の発展に寄与する優れた技術

を開発した個人若しくはグループ又はこれ

らの者を育成した個人

５）理解増進部門：青少年をはじめ広く国民

の科学技術に関する関心及び理解の増進等

に寄与し，又は地域において科学技術に関

する知識の普及啓発等に寄与する活動を

行った個人又はグループ

（2）若手科学者賞

萌芽的な研究，独創的視点に立った研究

等，高度な研究開発能力を示す顕著な研究

業績をあげた40歳未満の若手研究者個人

２．受賞候補者の推薦について

本表彰は，文部科学省研究振興局長が推薦

依頼を発出した機関（以下，推薦機関）から

の推薦のみ受け付けています．したって，個

人に対する募集は行っていません．御注意く

ださい．

３．推薦締切

平成28年７月27日（水）（学会締切：７月15

日（金））

４．書類送付先

〒100-8959 東京都千代田区霞が関３-２-２

文部科学省研究振興局振興企画課奨励室

研究振興局振興企画課奨励室（清水・中村・

水落）

平成29年度科学技術分野の
文部科学大臣表彰科学技術賞
および若手科学者賞
受賞候補者の推薦

各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の募集・推薦依

頼等をご案内いたしま

す．

４）適任者がいない場合には受賞者なしとす

ることもあります．

募集：

（1）募集締切：平成28年８月31日（水）（当

日の消印有効）

（2）応募方法：以下の書類（①～⑤）をそろ

えて応募して下さい．記載は日本語または英

語に限ります．なお，応募は自薦または他薦

とします．①「第20回尾瀬賞」応募用紙（個

人用，グループ用，推薦用のいずれか）②尾

瀬賞応募業績調書③応募研究テーマに関係す

る主要業績調書④業績一覧⑤③に挙げた主要

論文，著作の別刷またはコピー．

応募用紙の送付先および問い合わせ先：

公益財団法人尾瀬保護財団事務局「尾瀬賞」

係

〒371-8570 群馬県前橋市大手町一丁目１－

１群馬県庁内

電話：027-220-4431，FAX：027-220-4421，

Eメール：oze_prize@oze-fnd.or.jp

＊尾瀬が抱える課題や尾瀬賞の応募用紙等

は，

尾瀬保護財団ホームページ<http://www.

oze-fnd.or.jp/>に掲載しています．

テクノオーシャン・ネットワーク（TON）

では，岡村健二氏のご遺志を継ぐ事業の一つ

として，ご遺族のご芳志をいただき，同氏が

所属されていた三菱重工業株式会社のご厚意

のもと，平成22年度に「海のフロンティアを

拓く岡村健二賞」を創設しました．

１．選考基準

（1）日本の海洋開発について，先行的・共通

的技術開発の必要性，重要性を認識し，機

器開発や深海技術の研究開発に取り組み，

顕著な成果をあげた若手研究者に対し「海

のフロンティアを拓く岡村健二賞」を授与

します．

（2）過去２年間の間に「Techno-Ocean」を

含め，海洋関連の内外の学会等において一

編以上の査読付論文の発表を行った者で，

論文発表時の年齢が35歳以下の者を対象に

します．候補者の性別，現住所の国内外は

問いません．

（3）論文発表期間は，Techno-Ocean開催の

２年前の４月から，開催前の３月末までに

公表された論文を対象とします．したがっ

て，今回は2014年４月１日～2016年３月31

日までの期間に，内外の学会等で論文発表

の実績がある者が候補対象となります．

（4）公募手続きは，自薦もしくは大学，研究

機関等から選考委員会への推薦によるもの

とします．

（5）TONが設置する「海のフロンティアを

海のフロンティアを拓く
岡村健二賞

電話番号：03-5253-4111（内線4071），03-

6734-4071（直通）

メールアドレス：sinsyore@mext.go.jp

詳しくは，http://www.mext.go.jp/b_menu/

boshu/index.htm

目的：「湿原の保全」に関して行われた優れ

た学術研究を顕彰することにより，この分野

の学術的・学際的研究の伸展を図ること，及

び環境保全に関する関心を高めることを目的

とします．

賞の内容：

（1）賞の種類

選考の主たる対象は学術的貢献が顕著な研

究者に授与する尾瀬賞です．今後の研究深化

が期待される若手研究者（原則として応募時

40歳未満）には尾瀬奨励賞を授与します．

（2）候補者の対象・資格

１）賞の対象は，国内外の泥炭を有する湿原

（以下，「湿原」という．）の生態系及び生

物の動態，保全，管理，再生に関する学術

的研究（人文社会系の研究を含む）とし，

気候，流域，外来種，野生動物などの湿原

生態系へ与える影響とその管理に関する研

究を含みます．とくに尾瀬の湿原保全に係

る課題について行われた優れた研究の応募

を強く期待します．なお，一般湿地生態系

の研究は，湿原の保全，管理，再生に大き

く貢献する場合は賞の対象となります．

２）応募者は上記の分野において優れた学術

的業績を上げ，今後の研究の深化が期待さ

れる個人，または複数の研究者が相互協力

して研究を進めたグループとします．

３）グループ研究による業績の場合は代表者

による申請とします．

４）グループ研究の代表者は，単なるグルー

プの組織・統括者ではなく，「応募研究

テーマに関係する主要業績」の共著者とし

て学術的貢献の顕著な人とし，１編以上の

主著者であることとします．

５）グループ研究における共同研究者は，応

募研究テーマの研究に密接に関与してきた

研究者であり，主要業績の共著者であるこ

ととします．

６）尾瀬奨励賞の対象者は個人応募のみとし

ます．

７）病気や出産・育児などで長期間（１年以

上）にわたり研究活動が中断した期間があ

る場合はその期間を別紙（様式自由）に書

いて，添付して下さい．

（3）受賞

１）尾瀬賞受賞者は本賞１名以内，奨励賞２

名以内とします．

２）本賞受賞者には１名（１グループ）に賞

状および賞金100万円を贈呈します．

３）奨励賞受賞者には１名につき賞状および

賞金20万円を贈呈します．

第20回尾瀬賞
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拓く岡村健二賞」選考委員会で選考，推薦

をおこない，これに基づいて理事会が表象

対象者を選定し，会長が決定します．

（6）受賞者は，二年に一度開催される

Techno-Oceanにおいて表彰されます．

（7）受賞者には，賞状と副賞（30万円）が贈

呈されます．

２．表彰式

受賞者は2016年10月６日（木）から８日

（土）神戸にて開催される「Te c h n o -

Ocean2016」において表彰予定です．

３．応募方法

今回の対象期間内（2014年４月から2016年

３月）における公表論文の発表者から受賞者

を選考いたしますので公募を行います．

候補推薦者は下記よりダウンロードし，必

要事項をご記入のうえ該当論文のコピーを添

付して，学会事務局まで郵便または添付ファ

イルにてe-mailでお送りください．

４．提出締切：2016年８月１日（月）

５．問い合わせ先；

〒650-0046 神戸市中央区港島中町６－

９－１

一般財団法人　神戸国際観光コンベンショ

ン協会内

テクノオーシャン・ネットワーク

TEL 078-303-0029 FAX 078-302-6475

１．東レ科学技術賞

候補者の対象：（1）学術上の業績が顕著な

方（2）学術上重要な発見をした方（3）効果

が大きい重要な発明をした方（4）技術上重

要な問題を解決して，技術の進歩に大きく貢

献した方

科学技術賞：１件につき，賞状，金メダルお

よび賞金500万円（２件以内）

締切：平成28年10月７日（金）必着（学会締

切：８月31日）

２．東レ科学技術研究助成

候補者の対象：国内の研究機関において自ら

のアイディアで萌芽的研究に従事しており，

かつ今後の研究の成果が科学技術の進歩，発

展に貢献するところが大きいと考えられる若

手研究者（原則として推薦時45才以下）．本

助成が重要な研究費と位置づけられ，これに

より申請研究が格段に進展すると期待される

ことが要件．

申請の基となった研究が海外で行われていて

も差し支えありません．

研究助成金：総額１億３千万円．１件３千万

円程度まで10件程度とします．

締切：平成28年10月７日（金）必着（学会締

切：８月31日）

平成28年度（第57回）
東レ科学技術賞および
東レ科学技術研究助成の

候補者推薦

＊推薦をご希望の方は，上記学会締切までに

執行理事会宛に応募書類をお送り下さい．

＊各推薦書要旨は，ホームページからもダウ

ンロードできます．

http://www.toray.co.jp/tsf/index.html

問い合わせ先

公益財団法人東レ科学振興会

〒103-0021 東京都中央区日本橋本石町３丁

目３番16号（日本橋室町ビル７階）

Tel：（03）6262-1655・1656

Fax：（03）6262-1901

教員・職員公募等の求人ニュ

ース原稿につきましては，採

用結果をお知らせいただけま

すようお願い致します．

公募

公募人員：テニュア教員（教授），またはテ

ニュア・トラック教員（准教授または助教）

１名

教授・准教授・助教の身分は，教授会にお

ける審査により決定

任期：テニュア・トラック教員の任期は着任

時から５年

テニュア付与について：テニュア・トラック

期間満了日の６ヶ月前までに行う審査の結

果，テニュア審査基準を満たしている場合は，

テニュア・トラック期間満了日の翌日から任

期の定めのない教員として採用します．

研究分野：本公募では，当研究所のアストロ

バイオロジーや有機地球化学・宇宙化学研究

領域の創設の一環として，物質科学的手法を

用いて，地球・地球外における生命の起源，

初期太陽系における生命起源物質の進化過

程，無機－有機－水相互作用等，関連分野の

研究を精力的に推進し，他の教員・スタッフ

と協力しながら，新研究領域を積極的にリー

ドできる意欲あふれる方の応募を求めます．

また，研究所が取り組んでいるサンプルリ

ターンミッションから入手する予定の地球外

物質などの分析，特に有機物の分析に高い能

力と意欲のある方を求めます．さらに，本研

究所の共同利用・共同研究拠点に関わる研究

教育における使命を理解し，研究・教育活動

を行う方を求めます．

教育担当：５年一貫制博士課程 地球惑星物

質科学専攻の授業科目を担当予定

応募資格：博士の学位を有する方，国籍は問

いません．

応募締切：採用者決定次第公募を締め切りま

岡山大学
惑星物質研究所教員の公募

す．

着任時期：平成28年10月１日以降できるだけ

早い時期

問い合わせ先および書類送付先：

〒682-0193 鳥取県東伯郡三朝町山田827

岡山大学惑星物質研究所長　中村栄三

電話　0858-43-3745

eizonak@misasa.okayama-u.ac.jp

提出書類や書式その他公募情報に関する詳細

は，下記よりご覧下さい．

http://www.misasa.okayama-u.ac.jp/jp/

announcement/?eid=01291

職種：ポスドク研究員（特別契約職員・助教）

研究分野：地球・惑星物質科学

本公募によるポスドク研究員は「惑星物質科

学のフロンティアを開拓する国際共同研究拠

点形成」事業（平成28～33年度）において，

地球惑星物質（無機・有機）の総合的な元

素・同位体分析，年代測定，高圧高温実験，

分光法による鉱物，マグマ及び流体の探求，

そしてアストロバイオロジーに関連した研究

活動に集中的に取り組んでいただきます．す

なわち先進的な研究活動の遂行によって研究

所教員と共に本事業を推進することが求めら

れます．したがって応募者は，惑星物質研究

所教員と研究プロジェクトについて，あらか

じめ打ち合わせの上，研究計画書ならびに応

募書類を作成することを推奨します．

応募資格：博士の学位を有する者，あるいは，

着任時までに学位取得が確実であるもの．国

籍は問いません．なおポスドク研究員採用期

間中は他の職に従事することは認められてい

ません．

着任時期：可能な限り早く

雇用期間：着任日より２年間（ただし期間中

の研究活動評価に基づき，１年間の雇用延長

を認める場合があります）．

給 与：約４百万円またはそれ以上（税込・

年俸制）ただし，経歴等による．文部科学省

共済組合保険適用．

公募締切：研究員ポストが充足し次第締切り

ます．

応募書類：記入には英語を用いてください．

履歴書/研究業績リスト/研究に関する実績と

惑星物質研究所における研究計画（着任可能

時期を明記してください．）/応募者について

参考意見をうかがえる方の氏名および連絡先

（所属・メールアドレス）

応募書類提出・問い合わせ先：

〒682-0193 鳥取県東伯郡三朝町山田827

岡山大学惑星物質研究所研究員選考委員会委

員長・教授 小林　桂

電話：0858-43-1215（代表）

E-mail：koubo@pheasant.misasa.okayama-

u.ac.jp

岡山大学惑星物質研究所
ポストドクター研究員の公募
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る扇状地，支笏カルデラ噴火による火砕流台

地の形成，石狩平野の成り立ち，活断層によ

る丘陵形成などを知る事ができる．

第２コースは観光地として人気の高い「支

笏湖から洞爺湖へ」で，ここでは有珠山や樽

前山などの活動的火山はもとより，湧水や溶

結凝灰岩の急崖がもたらした滝なども紹介さ

れている．また，新第三紀の火山岩が形成す

る室蘭の地球岬の絶景も取り上げられてい

る．

第３コース「積丹半島から羊蹄山へ」は，

岩登りのメッカとして名高い小樽の赤岩に始

まり，積丹半島の海岸沿いの奇岩・急立した

海蝕崖を始め，羊蹄山やニセコ神仙沼などが

紹介されている．特筆したいのは，旧豊浜ト

ンネルや大規模地すべり地形もジオサイトと

して紹介されている事で，悲劇をもたらした

岩盤崩壊の要因や巨大地すべり地形の特徴な

どが迫力溢れる写真とともに解りやすく解説

されている．

全てのコースを紹介したいが，それは購入

してからのお楽しみということで，特徴点に

ついて以下に紹介する．第６コース「夕張か

ら空知へ」では，日本の近代化を支えた古第

三紀の石炭層の壮大な露頭が幾つも取り上げ

られている．また，崕山
きりぎしやま

等が紹介されてい

る．紹介者は北海道で生まれ育ったので，本

書で紹介されている多くは馴染みの場所で

あったが，崕山のような絶景がある事を初め

て知った．鋭いノコギリの歯のような一見岩

脈に見える石灰岩峰が，緑の森林から立ち上

がっている様は絶景であり，その成因も謎に

満ちている．第５コース「渡島半島西海岸を

北上」では，縞模様の美しい白亜の海蝕崖や

ガウディの建築を思わせるような露頭，北海

道の天然記念物に指定されている安山岩の見

事な柱状節理など，これまた旅への意欲を駆

り立てる魅力的なジオサイトから構成されて

いる．地質学徒には必見の幌加内の青色片岩，

アポイ岳のかんらん岩，白亜紀中期の海洋無

酸素事変，白亜紀―古第三紀境界などももれ

なく収録されている．

本書では，大規模斜面崩壊や地すべり，活

断層地形なども数多く紹介されている．また，

有名観光地や温泉などに関連したジオサイト

も多い．北海道には100名山が９座あるが，

本書では６座までが取り上げられているのも

嬉しい．また，道東のコースでは，美しい湿

原の光景のなかに，数千年間にわたる500年

毎の巨大津波堆積物の歴史が刻み込まれてい

る事が紹介されている．3.11の東日本大震災

による津波や，まだ収束の見えない熊本―阿

蘇―大分地震などにより，津波堆積物や斜面

崩壊・活断層にたいする社会的関心が高まっ

ている中で，本書ではジオサイトとしてそれ

らが多数収録してあるのはまさに時宜にか

なっている．

コースは行政区分ではなく，車で移動する

事を想定した設定となっている．例えば，第

7コースは「神居古潭から知床半島」，第8

コースは「雄冬から稚内・オホーツクへ」と

いったコースであるが，実際に各ジオサイト

を訪れる時には合理的なコース設定となって

いる．

本書は，分かりやすい本作りという意味で

も工夫が感じられる．各コースの最初の２

ページは必ず見開きの２ページを用いて，そ

のコースで観察できるジオサイトの概要と，

各ジオサイトのタイトルとキャッチフレーズ

が代表的な写真とともに示されており，一目

でコース全体の概要が分かるように工夫され

ている．各ジオサイトは３ページにまとめら

れており，以下のように構成も統一されてい

る．まずタイトルと写真の次に簡潔な概要が

示されている．その下にはカラーの位置図が

掲載されており，そのジオサイトの項目の中

で用いられている写真の位置や，ジオサイト

へのアクセス方法がまず紹介されている．サ

イトの説明は，「概要」と「特徴」の２項目

に分かれており，「概要」で大まかな見所を

理解した上で，「特徴」ではより詳細な内容

が解説されている．さらに「メモ」が付けら

れていて，専門用語の解説やあるいは科学的

背景，歴史的エピソードなどが紹介されてお

り，より理解を深めれる様に配慮されている．

ページ調整も含めて配置されたように思え

る６つのコラムは多彩な内容で楽しめる．ま

た，巻末には北海道の地質のあらましが４

ページにわたって簡潔に紹介されており，表

紙裏には107のジオサイト位置が，裏表紙裏

には11コース毎の地史年表が示されている．

こうした本作りは他の地域で類似の書籍を企

画する際に多いに参考になるであろう．

本書の編著者は，民間や北海道の研究機関

の地質技術者・研究者として活躍されてきた

方々であるが，日本地質学会北海道支部で取

り組まれてきた「北海道地質百選」の活動の

中心メンバーであったと聞く．つまり，活発

な学会支部活動の成果が本書に反映している

と言える．本書は地質学の楽しさを伝えると

ともに，地質学を社会に広く発信していく上

で大きな役割を果たすに違いない．こうした

良書を纏め上げた編著者に敬意を払うととも

に，本書を携行して北海道を旅するなら，旅

の楽しさが一層大きくなるであろう．本書を

多くの地質学会会員に強くお勧めしたい．

（宮下純夫）

※著者割引価格（2,240円＋税）で購入でき

る会員限定注文用紙は学会HP「会員ペー

ジ」（要ログイン）からダウンロードでき

ます．

北海道は四国・九州を合わせたよりも広い

面積を有し，多彩な自然・地質景観に恵まれ

ている．北海道には既に２つの世界ジオパー

クを含め５つのジオパークが認定されてお

り，さらに認定を目指して幾つかの地域で準

備が進められている．さて，このたび，標記

の大変魅力的な本が刊行された．総カラー

ページで多数の写真によって北海道の多彩な

自然・景観・地質の魅力が解りやすく紹介さ

れている．北海道全域を11のコースに分け，

それぞれ10カ所前後のジオサイトが選定され

て，統一したスタイルで各所の見所や面白さ

が紹介されている．以下に本書の内容の一部

を紹介しよう．

第１コースは「札幌とその周辺」で，北大

構内に始まり，北海道民にはなじみの深い手

稲山や藻岩山，札幌市民の憩いの場である藻

南公園などがジオサイトとして紹介されてい

る．札幌の地形的・地質的背景を形作ってい

紹　介

北海道自然探検
ジオサイト107の旅

石井正之・鬼頭伸治・
田近　淳・宮坂省吾編著・
地質学会北海道支部監修

2016年５月18日発行　北海道大学出版会，

四六判，372ページ，ISBN978-4-8329-

1402-5 2,800円（税別）．
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後援：日本地質学会，日本第四紀学会，日本

植生史学会，日本古生物学会，大阪府教育

委員会，大阪市教育委員会

協力：国立科学博物館，国立極地研究所，大

阪大学学術総合博物館，きしわだ自然資料

館，立山カルデラ砂防博物館，滋賀県立琵

琶湖博物館，奈良文化財研究所など

問合せ先：大阪市立自然史博物館（TEL：

06-6697-6221）

ホームページ：http://www.mus-nh.city.

osaka.jp/

また，関連行事として，以下の３回の講演

会を企画しております．特別展と合わせて，

多くの方々の参加をお待ちしております．

＜３回とも共通して＞

会　場：大阪市立自然史博物館　本館　講堂

参加費：無料（ただし自然史博物館本館の入

館料が必要）

申込み：不要，直接会場へお越しください

●「暴れる時代と暴れない時代：人類は気候

の激変期をどのように生きたか」

講師：中川　毅 氏（立命館大学古気候学

研究センターセンター長）

日時：７月16日（土）13:00～15:00

●「森の古文書：花粉化石に記録された氷期

からの森の移り変わり」

講師：高原　光 氏（京都府立大学大学院

長い地球の歴史の中で，気候は大きく変動

してきました．この特別展では，なぜ気候変

動がおきるのかその仕組み，化石記録や地層

から復元された過去の気候変動の歴史と現在

の日本の自然環境の関わりについて紹介しま

す．主な展示品として，ヤベオオツノジカを

はじめとした岐阜県熊石洞産動物化石，世界

的な地質標準時計となった福井県水月湖の年

縞堆積物，大阪から産出した３種のワニ化石

（マチカネワニ，キシワダワニ，タカツキワ

ニ），メタセコイアなどの大阪層群産出の植

物化石などがあります．

会期：７月16日（土）～10月16日（日）

※開館時間：９:30～17:00（入館は16:30ま

で）

休館日：月曜日（ただし月曜日が休日の場合

はその翌日） ※８月15日は開館

会場：大阪市立自然史博物館　ネイチャー

ホール（大阪市東住吉区長居公園１-23）

観覧料：大人500円，高校生・大学生 300円

期間内特別展フリーパス　大人1000円，高

大生600円

※本館（常設展）とのセット券は，大人700

円，高大生400円．

※本館（常設展），長居植物園への入場は別

途料金が必要です（セット券を除く）．

主催：大阪市立自然史博物館

生命環境科学研究科教授）

日時：８月20日（土）13:00～15:00

●「第四紀後期の日本の哺乳類の移り変わり

－過去５万年の変化とそれからわかるこ

と－」

講師：河村善也 氏（愛知教育大学自然科

学系理科教育講座特別教授）

日時：９月24日（土）13:00～14:30

これらの他にも，子ども向けワークショッ

プ，学芸員によるギャラリートークなど，多

くの特別展関連行事を企画しています．詳し

くは大阪市立自然史博物館ホームページをご

覧ください．

博物館だより

大阪市立自然史博物館

第47回特別展「氷河時代　－化石でたどる日本の気候変動－」

ご好評いただいております，学会オリジナル
フィールドノートは，名入れサービスも承りま
す（有料）。
ビニールコーティングの表紙は，水や摩擦・衝
撃にも強く野外調査に最適です。ぜひご活用く
ださい。
　サイズ：12×19cm．
　中：レインガード紙使用．2mm方眼．
　カバー：ハードカバー，ビニールコティング，
　金箔押し．
　色：ラセットブラウン（小豆色）

東京大
学　地

球惑星
環境学

科

コース
修了記

念
東京大

学　地
球惑星

環境学
科

コース
修了記

念

学会オリジナルフィールドノート　好評発売中！

名入れサービス承ります

ご注文・お問い合わせは，学会事務局まで <main@geosociety.jp>

卒業記念やイベントでのグッズに！
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７月29日（金）15:00～17:00まで

場所：東京地学協会２F講堂

参加申込不要（どなたも無料で参加できます）

http://www.geog.or.jp/lecture/lecturesched

uled/268-club297.html

（後）ジオパーク新潟国際フォーラム
７月27日（水）～29日（金）

27日：東アジアネットワーク ワークショ

ップ

28日：基調講演会、パネルディスカッショ

ンほか

29日：見学会（佐渡コース、苗場山麓コー

ス、糸魚川コース）

会場：朱鷺メッセ（新潟コンベンションセン

ター）

http://www.city.itoigawa.lg.jp/geopark-

forum/

○第188回地質汚染イブニングセミナ
ー
日本地質学会環境地質部会 共催

７月29日（金）18:30～20:30

場所：北とぴあ901会議室

テーマ：化学物質汚染と子どもの健康－エコ

チル調査

http://www.npo-geopol.or.jp/event.htm

月　August
○IGCP608第４回国際シンポジウム
８月15日（月）～17日（水）

開催場所：ロシア・ノボシビルスク

http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

○第70回地学団体研究会総会
８月19日（金）～21日（日）

場所：埼玉県小川町 リリックおがわ

http://www.chidanken.jp/index.html

（共）第17回地震火山こどもサマース
クール
８月20日（土）～21日（日）

活動場所：紀伊大島，串本海中公園，古座川

の一枚岩，橋杭岩，串本町文化センターなど

参加申込締切：７月15日（金）

http://www.kodomoss.jp/ss/nankikumano/

○第１回防災推進国民大会
主催：内閣府・防災推進協議会・防災推進国

民会議

８月27日（土）～28日（日）

場所：東京大学本郷キャンパス（安田講堂，

小柴ホール等）

http://bosai-kokutai.jp/

○第35回万国地質学会議
８月27日（土）～９月４日（日）

会場：南アフリカ共和国ケープタウン，国際

コンベンションセンター

http://www.35igc.org/

8

2016.６～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，（協）

協賛．

2016年
月　June

○地質学史懇話会
６月19日（日）13:30～17:00

場所：北とぴあ８階805号室

吉岡有文：日本の科学教育映画の世界：太田

仁吉と科学教育映画の曙

宇井忠英：日本列島の火山活動は活発化して

いるのか？

○第187回地質汚染イブニングセミナ
ー
日本地質学会環境地質部会　共催

６月24日（金）18:30～20:30

場所：北とぴあ901会議室

テーマ：コンクリートを診断する

http://www.npo-geopol.or.jp/event.htm

（共）Goldschmidt2016
６月26日（日）～７月１日（金）

会場：パシフィコ横浜

http://goldschmidt.info/2016/index

月　July
（共）第53回アイソトープ・放射線研
究発表会
７月６日（水）～８日（金）

http://www.jrias.or.jp/

○熊本地震・３ヶ月報告会
主催：日本学術会議防災減災・災害復興に関

する学術連携委員会

共催：防災学術連携体

７月16日（土）9:30～17:45

場所：日本学術会議講堂（東京都港区六本木）

参加無料，定員300名

http://janet-dr.com/

○国際シンポジウム 地殻ダイナミク
ス2016
異なる時空間スケールにおける地殻ダイナミ

クス過程の統合的理解

７月19日（火）～22日（金）（19日：巡検）

場所：高山市民文化会館

http://cd.dpri.kyoto-u.ac.jp/iscd2016/index. htm

○第297回地学クラブ講演会「日本の
風穴」

7

6

月　September
★日本地質学会第123年学術大会（東
京・桜上水大会）
９月10日（土）～12日（月）

会場：日本大学文理学部（東京都世田谷区）

演題登録・要旨受付締切：６月29日（水）

事前参加登録締切：８月18日（木）

○第33回歴史地震研究会（大槌大会）
９月11日（日）～13日（火）

会場：大槌町中央公民館（岩手県上閉伊郡大

槌町小鎚）

http://sakuya.ed.shizuoka.ac.jp/rzisin/menu

7.html

○第19回日本水環境学会シンポジウ
ム
９月13日（火）～15日（木）

会場：秋田県立大学秋田キャンパス

事前参加登録締切：８月22日（月）

http://www.jswe.or.jp/event/symposium/in

dex.html

（共）2016年度日本地球化学会第63
回年会
９月14日（水）～16日（金）

会場：大阪市立大学杉本キャンパス

講演申込締切：７月14日（木）14時

参加申込締切：８月19日（金）14時

http://www.geochem.jp/conf/2016/

（共）第60回粘土科学討論会
９月15日（木）～17日（土）

会場：九州大学医系キャンパス

http://www.cssj2.org/

月　October
○Techno-Ocean 2016
10月６日（木）～８日（土）

場所：神戸コンベンションセンター

URL: http://techno-ocean2016.jp/jp/

〇IGCP589「アジアにおけるテチス
区の発達」第5回国際シンポジウム
10月27日（木）～28日（金）

プレ巡検：10月25日（火）～26日（水）

ポスト巡検：10月29日（土）～11月２日（水）

場所：Hlaing大学（ミャンマー，ヤンゴン市）

http://igcp589.cags.ac.cn/

2017年
月　September

★日本地質学会第124年学術大会
（2017松山大会）
９月16日（土）～18日（月）

会場：愛媛大学理学部ほか（松山市文京）

（注）松山市内では同期間中に医学系など他

学会の開催が予定されています．宿泊予約が

混み合うことが予想されますので，早めの宿

泊予約をお勧め致します（近年学会を通じて

の宿泊手配は行っていません．各自でお手配

をお願いします）．

9

10

9

C A L E NDAR
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力いたします．

熊本・大分地域は，日本列島の骨格をなす中・古生代の地層
群や変成岩類が東西に横断する地質学的に重要な場所にあり，
阿蘇火山，九重・別府地域などの火山・熱水活動が活発な地域
にあたります．そのため被災地には，大学・研究所はもとより，
数多くの博物館や資料館が存在し，これらは我が国の自然史科
学の研究教育ならびに地域の社会教育において大きな役割を
担ってきました．さらにこれらの“大地の記録・遺産”は，地
域において重要な観光資源であると共に，被災地域に存在する
多くのジオパークにより，地域活性化・地域貢献の役割を果た
してきました．

日本地質学会では，早い時期から日本古生物学会と協働し，
これら地域の重要研究教育施設・団体の被災状況の把握を進め
ており，多くの施設が甚大な地震災害に見舞われたことが判明
しました．私どもはこれらの地域が速やかに復旧し，地震発生
以前にも増して，その活動が活発となることを切望いたします．
そして，そのために必要な支援・協力を，行政を含め関係諸団
体と連携しながら，引き続き進めてまいります．

これらの被災状況や復旧状況については，今後，両学会の公
式サイトから発信してまいります．

2016年６月11日

「平成28年（2016年）熊本地震」による

地震災害に関する声明

一般社団法人 日本地質学会

2016年４月14日，16日に発生しました「平成28年（2016年）
熊本地震」により，熊本・大分地域の地震災害の犠牲者の方々
に心から哀悼の意を捧げ，ご冥福をお祈りすると同時に，被災
者の皆様におかれましては，一日も早く静穏な日常生活を取り
戻されることをお祈りいたします．

日本地質学会では，地震発生直後より，地質災害委員会を中
心に，会員・会員団体が現地に入り，調査結果などの発信に努
めてまいりました．今後も，諸学協会等と連携して，「平成28
年（2016年）熊本地震」の地球科学的な解明を進めることによ
り，今後の地震災害や液状化対策に資する基礎地質資料を社会
に提供して参ります. 特にこれからの多雨期における土砂災
害などの二次災害を含めた防災・減災対策に貢献できるよう尽

意見・提言

表紙紹介：第 7 回惑星地球フォトコンテスト　優秀賞

白亜紀蓋井島花崗岩に記録されたマグマ混交・混合現象
写真：永山伸一（山口県）・解説：今岡照喜（山口県）

【撮影場所】山口県下関市蓋井島

【審査委員長講評】地層の中に円礫が散らばっているように見えますが，説明文を読むと，珪長質マグマと苦鉄質マグマが混
合してできた地層ということです．マグマ同士の混合で，こんなに境界がはっきりするは不思議です．地下深くでマグマがど
んな挙動をしていたのだろうかと想像力をかき立てます．（白尾元理）

【地質的背景】下関市吉見の北西約10 kmの響灘に浮かぶ小島，蓋
ふた

井
い

島
じま

の南東海岸には，「幕紋
まくもん

岩」と呼ばれる白と黒の斑模様
を織りなす岩石が露出しています．この岩は，釣人の間で「斑岩

まだらいわ

」として知られています．白い基質部は花崗岩（珪長質）マ
グマが，黒い斑は閃緑岩（苦鉄質）マグマが，それぞれ固まったものです．これら２つのマグマが混ざりあいながら，斑模様
をつくりだしています．（今岡照喜：山口大学）

定価400円
（会員頒価300円）

地質リーフレットたんけんシリーズ5

荒川が刻んだ地球の窓をのぞいてみよう
あらかわ きざ まど

編集：日本地質学会長瀞たんけんマップ編集委員会

　　　（高木秀雄・本間岳史・露木和男）

発行：一般社団法人日本地質学会

A2版 8折　両面フルカラー印刷 

「ジオパーク秩父」の重要なジオサイトのひとつ長瀞のたんけんマップができました



日本地質学会News 19（６）12

小さなEarth Scientistのつどい
～第14回　小，中，高校生徒「地学研究」発表会～

参加校募集

日本地質学会第123年学術大会の関連普及行事として，今年も上記発表会への参加校を募集します．詳細
は本誌予告記事をご覧ください．地学，理科クラブの研究活動の発表，そのほか，この１年間に授業の中で
行った活動の報告，児童・生徒の研究レポートなど地学的な活動，研究内容であれば構いませんので，ぜひ応募してく
ださい．FAXで参加申込をする場合は，以下の申込書をお使いください．メールの場合，形式は問いませんので同様の内容を記し
て＜main@geosociety.jp＞までお送りください．申し込みの際の参加生徒数，発表タイトル，発表概要は予定でも結構です．参加
していただいた生徒さんには参加証とともに，優秀な発表には「優秀賞」が贈られます．

日本地質学会地学教育委員会（担当：三次）

申込締切　2016年7月14日（木）
日本地質学会地学教育委員会　行き　（Fax 03-5823-1156）

小さなEarth Scientistのつどい　～第14回小，中，高校生徒「地学研究」発表会～

参　加　申　込　書

地学教育のページ

地
学
教
育

学校名※ 
（クラブ名） 

学校長名 

担当教員名※ 

研究者名（連記） 

（内，発表会参加生徒数　　　名） 

タイトル（仮題でも可） 
※ 

発表概要 
（可能であれば簡単に） 

担当者連絡先※ 学校所在地　〒　　　－ 
 
電話　　　　　　　　　　　　，Fax 
メールアドレス 

机の使用※ 　する　・　しない　（どちらかに○をつける） 

備考・連絡事項 

※については必ず記入してください． 
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2016年３月４日～８日にかけて『Project A in 奄美大島』
（以下Pro A）が開催された．Pro Aは，清川昌一（九州大），
伊藤　孝（茨城大），池原　実（高知大），山口耕生（東邦大），
渡邊　剛（北大），尾上哲治（熊本大）先生らが中心となって
行っている科学ミーティングであり，毎年多くの若手研究者・
学生が集まる．期間中の発表会や巡検を通して参加者同士の交
流や，我々学生たちへの教育を目的とした場でもある．2016年
は伊藤先生がホスト役で九州大学，茨城大学，北海道大学，熊
本大学，東邦大学，高知大学，東京大学，JAMSTEC，瀬戸内
町郷土資料館から計40名の参加者を迎え行われた．スケジュー
ルは４日にアイスブレーク，５日に一般講演会，６日に古仁屋
郷土資料館訪問，７，８日に巡検という日程で行われ，５～７
日には学生による研究発表会も行われた．開催にあたって，一
般講演の会場や学生の宿泊施設の提供等，瀬戸内町や嘉鉄集落
の方々に多大なご協力を頂いた．また，期間中の食事は清川先
生の指示のもと，学生が力を合わせて自炊を行った．

一般講演
３月５日13時から18時まで一般の方々向けの講演会「天変地

異と奄美の自然・防災」が瀬戸内町公民館にて行われた．瀬戸
内町の鎌田愛人町長にバックアップ頂き，かつ瀬戸内町のあら
ゆる公共施設にチラシを張り今回の講演会の告知を行っていた
だいた効果もあったのか，会場には100人におよぶ多くの方々
に足を運んでいただいた．講演は６名の大学の先生方と学芸員，
研究員の方々がそれぞれ奄美大島に関連した内容で行った．佐
藤峰南先生（JAMSTEC研究員）には，愛知県の層状チャート
中に存在し，隕石衝突の痕跡であるイジェクタ層について話を
していただいた．隕石衝突というスケールの大きな話に来場者
は深く聞き入っており，最終的にそのイジェクタ層が奄美大島
にも存在するかもしれないという結論では皆がとても驚いた様
子であった．山崎敦子先生（喜界島サンゴ礁科学研究所）には，
なぜ奄美の島々にはハブが生息している島と生息していない島
があるのかについて，大変面白い話をしていただいた．結論と
して，過去の海水準変動など奄美の島々の成因がその理由で

あったことには大変驚かされた．授業で地質調査等の巡検に行
く際に，周辺の地形を見ると大まかな地質が推定できるという
指導を受けたことがあるが，ハブのような生物の生息域を考え
ることによっても同じように大まかな推定ができるということ
はこれからの調査に役立てたいと思う．その後も各大学の先生
方の素晴らしい講演が続き，一般の方々向けの講演とはいえ学
生の我々にとっても良い勉強になった．最後に話を頂いた町先
生（瀬戸内町立図書館・郷土館学芸員）には，一般に公開され
るのは初めてであるという古仁屋大火の時に撮影された写真を
見せていただいた．何も残っていない焼け野原の写真に皆圧倒
された．休憩時間には奄美大島の特産品である黒糖のお茶菓子
が振る舞われ，お茶を片手に感想を言い合っている人が多く見
られた．

今回の講演では内容はもちろん，発表する際の話し方なども
学生の我々にとって学ぶことは多かった．これから様々な場所
で発表をする機会が増えていくが，今回の講演のように相手に
応じて内容や口調を工夫するということも発表するうえで大切
なことの1つであると感じた．他分野の研究を行っている研究
者を相手にするのか，一般の方々を相手にするのか，聞き手に
応じて話の構成・内容を工夫するテクニックも先生方の発表か
ら学んだ学生らも多かったのではないだろうか．

発表会
３月５日，６日，７日の午前と夕食後の５回に分けて学生に

よる発表会が行われた．場所は学生が宿泊した嘉鉄公民館を利
用させていただいた．発表会では学部４年生以上が持ち時間15
分で自らの研究成果についての話をし，学部３年生は10分間で
自分が学んだことや，今後の研究に利用するであろう分析機器
の使い方・仕組みについての話をした．大学ごとに研究分野が
異なるため話を理解するのが難しく，皆精一杯理解に努めた．
しかし発表中の雰囲気は厳かな雰囲気ではなく，むしろ他の分
野の研究発表を楽しむという感じであり，研究の際に大変だっ
たことなどを聞いて時に笑いも起こっていた．

この発表会を通して３年生にとっては１年後の卒論，３年後
の修論の目標が見え，それぞれ研究に対するモチベーションが
上がったのではないだろうか．自分自身，今年１年間の研究に
一生懸命取り組もうと思った．先輩方はそれぞれ自分とは異な
る研究分野の学生と様々な議論を交わしており，良い刺激に
なったようだ．このように他の分野の学生の発表を聞いたり議
論したりすることは，自分の知識を広げるだけでなく，自らの
研究にも新しい視点やアプローチの方法を発見することがで
き，非常に有意義である．これがPro Aの最大の特徴のひとつ
となっている．

院生コーナー

元村健人・佐藤　旬
九州大学地球惑星科学学科　学部4年

Project A 2016 in 奄美大島 参加報告

写真１　嘉鉄公民館での集

合写真　右手で３，左手で

５の珊瑚のポーズ
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野外実習
３月６日，７日，８日には野外実習を行った．６日はあいに

くの雨であったので古仁屋郷土資料館を見学した．郷土資料館
には奄美に住む動物の剥製や生活に使われていたもの，奄美大
島の風習について非常に詳しく展示してあり，皆見入っていた．
７日は朝から素晴らしい快晴となり，主に奄美大島の南側の露
頭を観察して回った．奄美大島は付加体である四万十帯と秩父
帯が大きく露出しており，付加体に特徴的な構造をよく観察で
きる．ホノホシ海岸の露頭では砂岩・泥岩層が未固結のまま変
形した構造がみられた．また数多くの断層が観察でき，断層面
のスリッケンラインを観察することにより断層の動いた向きを
推定する方法を学び，皆どう見ればよいか考えながら目をこら
して露頭を観察した．次の嘉徳海岸の露頭では枕状溶岩がみら
れた．また，砂浜に流れる水流を網状河川のミニチュアだと想
像したり，リップルマークを観察したりした．名音トンネル横
の露頭では数十メートルも連続する層状チャートが見られ，中
生代の海洋底の情報が数千万年分も記録されているであろうと
いう事実にただただ圧倒された．

８日は主に奄美大島の北側の露頭を観察した．用安海岸では
見事な枕状溶岩がみられ，上下判定を行った．自分の知識で上
下判定の方法がわかっていても，実際の露頭でそれを使うのは
非常に難しいことだとあらためて感じた．海側に目を移すとサ
ンゴ礁海岸に特有な，礁嶺で波が砕けて白波が立ち，礁池が穏
やかである様子がよく観察できた．最後にあやまる岬から眺め
た景色は素晴らしく，とても感動的であった．

今回の実習には普段野外調査をしない学生も参加しており，
とても興奮している様子であった．また，普段野外調査をして
いる学生にとっても自分の調査地とは違う環境の露頭を見るこ
とは野外での経験値の向上につながり，とても良い刺激となっ

たであろう．このように，野外での実習が数多くあるという所
も，Pro Aの大きな特徴である．

まとめ
後半は天気にも恵まれ，無事に全日程を終えることができた．

奄美大島という自然の豊かな素晴らしい土地で地球科学的知見
を深め，同じ地球科学を学ぶたくさんの仲間を得ることができ
た．今回の巡検・発表会で得た知見は今後の研究活動におおい
に役立つことであろう．また，出会った仲間たちは良いライバ
ルとなるだろう．次回のPro Aは4th ISC国際シンポジウム

“Precambran World 2”として2017年３月４日～９日に福岡で
予定されている．どんな体験ができるか楽しみにしつつ，素晴
らしい研究発表ができるように精一杯頑張っていこうと決意し
た．また，仲間たちがどのような研究発表をするのか，今回聞
いた発表をどのように発展させているのか，とても楽しみであ
る．

最後に，Project A in 奄美大島 が実現でき，無事に終了で
きたのは瀬戸内町，特に嘉鉄集落の方々のおかげである．今回，
Pro Aの開催にご協力頂いた町先生や伊藤先生などすべての皆
様にこの場をお借りして深く感謝申し上げたい．

院生コーナー

写真３　瀬戸内町郷土資料館に

て．中央は町さん．

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下の
４名で行っています．原稿は5000字以内，図・写真３点以内を目
安に，e- mailでいただければ幸いです．
kouzu_0419@geol.tsukuba.ac.jp 高津翔平（筑波大）
16nd204l@vc.ibarkai.ac.jp 羽田裕貴（茨城大）
k0231215@kadai.jp 山下大輔（熊本大）
yamada-masataka1@ed.tmu.ac.jp 山田眞嵩（首都大）

写真２　実習中の集合写真（大和村今里）中央４

人でROCKのポーズ



ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140－8－28067

40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方
は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　中央構造線のネオテクトニクス―その意義と問題点―．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒350円
第 41 号　中部九州後期新生代の地溝．長谷義隆ほか編，192pp., 1993年６月刊，会員頒価3,100円，〒300円　
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒350円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒350円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 45 号　シーケンス層序学―新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒300円
第 47 号　日高地殻―マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒350円
第 48 号　Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan―　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒350円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒350円
第 50 号　構造地質　特別号―21世紀の構造地質学にむけて―．狩野謙一ほか編， 263pp.，1998年７月刊，会員頒価2,500円，

〒350円
第 51 号　地震と地盤災害―1995年兵庫県南部地震の教訓―．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 52 号　オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 53 号　本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900

円，〒360円
第 54 号　タフォノミーと堆積過程―化石層からの情報解読―小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒350円
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒350円
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 58 号　地震イベント堆積物―深海底から陸上までのコネクション―藤原　治ほか編，169pp., 2004年12月刊，会員頒価

2,900円，〒350円
第 59 号　沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒350円

リーフレットシリーズ
大地の動きを知ろう―地震・活断層・地震災害―　1995年４月発行　会員頒価200円（非会員300円）
大地のいたみを感じよう―地質汚染Geo－Pollutions 1997年２月発行　会員頒価200円（非会員300円）
大地をめぐる水―水環境と地質環境―　2001年５月発行　会員頒価300円（非会員400円）
日本列島と地質環境の長期安定性　2011年発行　会員頒価500円（非会員600円）

地質リーフレットたんけんシリーズ（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）
１．箱根火山たんけんマップ―今、生きている火山　2007年５月発行　会員頒価300円
２．屋久島地質たんけんマップ―洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい―　2009年３月発行　会員頒価300円
３．城ヶ島たんけんマップ―深海から生まれた城ヶ島―　2010年９月発行　会員頒価300円
４．富士山青木ヶ原溶岩のたんけん―樹海にかくされた溶岩の不思議―　2014年３月発行　会員頒価300円
５．長瀞たんけんマップ―荒川が刻んだ地球の窓をのぞいてみよう―　2016年２月発行　会員頒価300円

地質リーフレットシリーズ
１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）

下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

電子書籍シリーズ
地学を楽しく！：ジオパーク・ジオツアー・地学オリンピック　　2013年12月発行　［Kindle版/PDF版］ 定価1,380円

講演要旨集ほか
第118年見学旅行案内書（2011年水戸） 会員頒価2,800円，〒500円
第117年学術大会講演要旨（2010年富山） 会員頒価4,000円，〒500円
第117年見学旅行案内書（2010年富山） 会員頒価2,800円，〒500円
第116年見学旅行案内書（2009年岡山） 会員頒価2,800円，〒500円
第115年見学旅行案内書（2008年秋田） 会員頒価2,500円，〒500円
※このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知，2007年札幌，見学旅行案内書は，

2004年千葉，2005年京都に残部があります．

フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2015前期号）発行！

「出番ですぜ！江戸前地質学：ジオハザードと都市地質学」

日本地質学会第123年学術大会（東京・桜上水大会）

2016年9月10日（土）～12日（月）
会場：日本大学文理学部キャンパス

講演申込・要旨投稿締切

http://www.geosociety.jp/tokyo/content0001.html

事前参加登録締切

（1）新規登録：まずは〔受付番号〕と〔パスワード〕を取得しましょう

PASREGトップ画面一番下 【新規登録はこちらから】 から新規登録を行い，〔受付番号〕と〔パスワード〕を取得します．
登録画面には “演題情報” のほかに “連絡者情報（一度登録しておけば書き換える必要の無い項目）” もあります．まず
は新規登録を行い，〔受付番号〕と〔パスワード〕を取得しましょう．

（2）修正する場合：画面右上 【マイページ】 からログイン

〔受付番号〕と〔パスワード〕で，【マイページ】からログインします．締切まで何度でも入力情報の修正ができます．

※画面操作に慣れていないと，タイムアウトする可能性が高く，締切直前での登録は入力ミスも多くなります．余裕を
もってご登録下さい．

（郵送の場合　6月23日（木）必着）

（郵送・FAXの場合　8月15日（月）必着）

巡検参加申込締切
（郵送・FAXの場合　8月5日（金）必着）

巡検のお申込は，とくにお早めに！

講演申込画面　　　　　　：入力時の注意

6月29日（水） 18時

8月18日（木） 18時

 8月8日（月）18時
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日本地質学会第123年学術大会（2016東京・桜上水大会）予告
会期　2016年9月10日（土）～12日（月）

第6回惑星地球フォトコンテスト：ジオパーク賞「太古の跡の砂滑り」
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